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要約 クロテンオオメンコガ (新称)はチョウロヒロズコガ科に属し,海外では観賞用植物 ,

バナナ,サ ツマイモ, トウモロコシなどの害虫として知られている。これまで,わ が国では小

笠原での採集記録のみであつたが,本州から沖縄に至る広い範囲で発生していることを今回新

たに確認した。

背景・ねらい

クロテンオオメンコガ o,οgθ″α Sασε力α″′(B● Cr)はアフリカ,中南米,ヨ ーロッパに分布し,

最近北米に侵入した害虫である。研究担当者らは近年, ドラセナ,パ キラなどの観賞用植物を

中心に発生した本種の同定依頼を頻繁に受けるようになつた。そこで,わが国における本種の

同定依頼記録,加害植物や発生実態に関する情報を収集し,発生状況や定着状況を明らかにし

ようとした。

成果の内容・特徴

1.農業環境技術研究所 と大阪府立大学大学院応用昆虫学研究室に同定依頼 された本種を

のοP4α Sαεσ力αr′ (Bacr)と 同定し,新たに和名をクロテンオオメンコガと命名した (図 1,

図 2)。

2。 従来のわが国における本種の発生記録は1986年の植物検疫での発見例 と1999年 9～ 10月 の

小笠原父島での採集例の 2件のみであつたが,同定依頼の記録を改めて整理 したところ,本

州から沖縄に至る13地点で発生 していたことを新たに確認 した (表 1)。

3。 今回,わが国では観賞用植物での発生が多く確認 されたが,他に熱帯果樹にも被害があっ

た。また,家畜飼料でも発生することが確認 されている (表 1)こ とから,わが国において

も海外の報告にみ られるように本種の広い食性が確認できた。

4。 今回確認 した発生状況などか ら,本種は少なくとも本州の新潟以南,四 国,九州か ら沖

縄にかけて発生を繰 り返 してお り,わが国に定着 したと考えられる。

成果の活用面・留意点

1.本種は,冬場でも施設内では発生が確認 されてお り,それが次年度の発生に結びつ くこと
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もあると考えられる。また,今回は発生が確認されなかつた北海道や東北地方でも,特に施
設栽培での注意が必要である。

2.海外においては普通作物の被害も確認されている。また,貯穀害虫としても注目する必要
がある。

具体的データ

図 1 クロテンオオメンコガ成虫
(開張 :♂約20 mm,♀ 約23■lm)

図 2 クロテンオオメンコガ終齢幼虫
(体長約30 mm)

表 1 クロテンオオメンコガの日本における侵入,発生の記録

年 月 加害植物と加害物質 :カロ害部位     個概

1986+7 F^
leBB+

1Se2+7 E
1993+1oE

1ee3+1E
tes4+eF-19s5ry2F
1995+3F
1ee7+48

\997+4F
1e9B+BE

1eeBF10E

reee+A8

1999€9-10E b

2000+-

2o0r+9F

福岡県関門港

千葉県君津市

沖縄本島恩納村

岐阜県海津郡海津町

茨城県潮来町

奈良市今市町

奈良市今井町

熊本県上益城群益城町

沖縄県玉城村

茨城県玉造町

茨城県鹿島郡神側

高知県土佐市

小笠原諸島父島

新潟県北蒲原郡

東京都八丈島

ドラセナ :幹

パキラ 搬 内):新梢先端部
ベンジャミン :接ぎ本部

アナナス :新芽,地際部,芯
ユッカ :木部
シンビジウム (施設内):培養土
シンビジウム (施設内):培養土
ドラセナ :本部,セローム :塊根,

チューリップ・ユリ:球根

ドラセナ :枝
パキラ :表皮内と髄部
パキラ苗 搬 内)

デンドロビウム :培養土,根,バルブ
鶏用の飼料
ベゴニア :球根,アロエ,バナナ,
パッションフルーツ

ドラセナ,オーガスタ,
テーブルヤシ属の1種

4

1♀

2♂4♀

1

2♀

1♂

12♂ 7♀,2;幼虫5
1♂3♀ ;幼虫45

3♂11♀

1♂7♀,2
2♂3♀

3♀

報告無し

教

1♂ 1♀

a馬
場(199oが報告した植物検疫での発見諷
b高
橋ほか1200oが報告したトラップでの採集諷
C♂
♀は全て成虫,数字だけ示したのは雌雄識別不能な成虫を示丸

その他
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